






















































含むアンザック軍は、第一次世界大戦開戦 翌年であ 一九一五年四月二五日、トルコのダーダネルズ海峡にあるガリポリ半島への上陸作戦を決行した。しかしトルコ軍の防御陣に阻まれ、二五日だけで二〇〇〇人の戦死者が出た。その後八ヶ月間にわたって攻撃を繰り返したが、結局、連合軍全体で三万三〇〇〇人、オーストラリア兵だけで八万五千人あまりの死者を出して撤退した。こ ガリポリの戦いは、一九〇 年 連邦の誕生からまだ一〇年あまりしか経っておらず、若いこの国が国際舞台に最初に躍り出た記念すべき出来事と考え れた。また一方
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しいスタンスの語りであり、一九七〇年代までに批判 れ 軍国主義的 ものを除去されて 国民全体に受け入れられるアンザック神話の表象となり得た。その後アンザ ク神話を語る際に必ずと言 いほど引用されるこの映画
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神話がレイシズム、排他的ナショナリズムを発動させるシンボルに担ぎ上げら ている側面も否定出来ない。例えば、二〇〇五年にシドニ クロヌラ・ビーチで、イスラム系の若者とアングロ系白人の若者が衝突する人種暴動が発生した。 『ガーディアン』紙の報道によれば、クロヌ ・ビーチの暴動に参加した白人の若者たちの声の中に、「この国土のために我々の祖父たちアンザックは戦ったんだ。ウォグ（地中海系移民の蔑称
（
やレバニーズは出て行






















































　『ブラック・ディッガーズ』に、一貫した筋はない。ブラック・ディッガーたちの、手紙などの記録やコミュニティでの口伝を収集したたくさんの物語が、並べられた構成とな 上演時間一〇〇分の中に、六〇の、独立した場面／物語がある。すなわち六〇 、個々人 歴史が そこで語られている。　いくつかの物語を紹介してみよう。
・ 『ブラック・ディッガーズ』の中で最も重要と思われるの 冒頭の場面である。一八八七年と壁面にペンキで描かれると、白人たちのアボリジニ虐殺の場面になる。大人たちが殺され、赤ん坊だけが残される。その赤ん坊を、助
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命し、育てることになったのが、人類学者。成人したその子ナイジェルが、ブラック・ディッガーズの一人になったことが暗示されている。 《このエピソードにはダグラス・グラントというモデルがいる。スコットランド人人類学者に育てられた。 》彼は戦場で負傷し、ドイツ軍の捕虜となる。今度はドイツの研究者によって、人種の違いを分析するために頭骨をはから 。・白人しか入隊が許されていなかったが、 （徴兵制が否決されたため
（
おおむねヨーロッパ人であればよいと言わ































もっていたが、イノックらの調査の過程で、もっと多かった可能性が出てきた。おそらくゆうに一〇〇〇人を超える数の「ブラック・ディッガー」たちがいたの はないかと、現在では考えられている 彼らはなぜ志願したのか。イノックは三つの理由を挙げている。 「コミュニ 、カントリー（これは彼らの故郷を意味していたのかもしれない
（
に貢献したい。いまの抑圧から逃れたい。そして、抑圧されていた戦士の精神を、発揮したい。 」という欲求が
あったという。そして、舞台の中で描かれたように、 「ブラック・ディッガー」たちは、アボリジニと 土地を奪われ、その土地は帰還兵士を支援するために分配された。そしてその支援 中に、先住民兵士は含まれていなかっという歴史的な事実がある。　
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